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駅西口図書館が

リニューアルオープンしました
　桶川市立駅西口図書館は、４月から９月までリニューアル工事のため休館
していましたが、10月１日に桶川マイン３階にオープンしました。
� 詳しくは 詩市立図書館

★自動貸出機
★音楽配信サービス
★電子図書
★ブックシャワー
　（図書の消毒機）　など

新たに導入する
主なサービス

おはなし会のお知らせ 小・中学生による
「読み聞かせ」のお知らせ

と　き▶10月３日㈯午後３時～４時
　　　　※１時間の拡大版です。
ところ▶駅西口図書館前共同スペース
内　容▶絵本の読み聞かせ、紙芝居など
申込み▶不要【当日先着順】
　リニューアルオープンを記念して、午後３時より、
小野市長が、セカンドブック事業の10冊の中から２冊、
絵本の読み聞かせをします。市長の読み聞かせのあと
に、４月まで駅西口図書館でおはなし会をやっていた
市民ボランティアのおはなし会があります。
※10月10日㈯も市民ボランティアによるおはなし会
がありますが、午後３時から４時まで、１時間程度の
予定です。（場所は同じ共同スペースの予定です。）

と　き▶11月１日㈰午後２時～３時30分
ところ▶駅西口図書館
協　力▶図書館朗読ボランティア「紅花の
会」「さんふらわぁ」「桶川子どもの本の会」
内　容▶11月１日の「彩の国教育の日」
に合わせて、小学生・中学生の皆さんが、
「読み聞かせ」を行います。幼児と小学生
を対象に、絵本
や紙芝居を読ん
でくれますので、
ぜひ聞きにきて
ください。

施設面積約1,511㎡、旧駅西口図書館（608㎡）と比べて
約2.5倍広くなりました！
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　市内の小学６年生の代表者21人の参加による「桶川
市子どもフォーラム」が、８月４日保健センターで開催
されました。
　この「子どもフォーラム」は、桶川市の将来を担う子
どもたちが、自分たちの住んでいる桶川市のまちづくり
について意見交換し、発表することにより、市への愛着
や関心を高めることを目的に開催しています。当日は
テーマ別に４グループに分かれ討議を行い、グループで
まとめた内容を発表しました。各グループの発表内容の
概要を紹介します。

詳しくは 詩秘書広報課　　

桶川西小：高谷瑠暉、吹田奏、山本怜香
加 納 小：加藤里乃、中村瑠、和泉奈那
川田谷小：熊田龍快、中山未夢、上西未優
桶川東小：手塚由、小川恵衣、松田みさと
日出谷小：帯津文香、関根大成、塚原雅斗
朝 日 小：谷口裕城、田中千夏、上竹恋奈
桶 川 小：岩瀬ひなた、東静流、野原梨紗

参 加 者

（順不同、敬称略）

桶川市子どもフォーラム平成
27年度

Aグループ「きれいで緑があふれる桶川市をつくるのは私たち！」

Cグループ「観光で桶川を有名に！～2020年の東京オリンピック～」

Dグループ「安心安全便利な町づくり」

Bグループ「子ども・高齢者・障害者も住みよい街に」

高 齢 者 障 害 者

現　状
・道路の環境が悪い
・今まで一人でできた事ができない
・階段や急な場所が多い

・障害者の使う道具が高い
・点字ブロックが少ない
・車いすが使いづらい

将来像
・高齢者が活躍できる
・安心して生活できる
・みんなで助け合える

・どんな人でも住みやすい街
・障害者ということを示すカードな
どを作る

・障害をからかう人を減らす

対　策

大人たち
・お年寄り用の公共施設をつくる
・ヘルパーになって付き添う
・困っている時に助ける

自分たち
・お年よりを手伝う、気づかう
・インターネットの使い方を教える
　（一緒に使う）

大人たち
・リハビリセンターのような施設を
つくる

・点字ブロックや点字での表示を増
やす

・車いすが使いやすい道をつくる
・車椅子のリサイクル
自分たち
・障害者への声掛けや手伝い
・ルールを守る

発 表 内 容  　

Let,s Study English!
（2020年東京オリンピックへ向けて）
・パンフレット、看板などに英語表
記を入れる
・英語の授業を増やす
観光で知名度UP↑
・観光地近くに看板設置
・スタンプラリーを実践
・桶川のアピールポスター、
　パンフレットを置く
テーマパークでみんな笑顔
・べに花がテーマの施設
・桶川の中心につくる
・べに花に関する体験
・外国人にも市民にも興味をもって
もらえるような工夫
・施設の職員の制服や内装を和風に

行ってみたくなる桶川市
・インターの近くに宿泊施設を
作って、桶川のアピールをする
・空き地を利用したテーマパーク
を作る
・スタンプラリーを開催
活気あふれる商店街を作るために
・もっと目立たせて分かりやすく
する
・お店を増やす
・商店街の人たちとのコミュニ
ケーション
・宣伝を増やす
・イベントを開催

交通の便が
良くて、
人が集まる
場所につくる

今の問題
１．バスのルートが少ない
２．少子化
３．圏央道ができ交通量が増え、事故や
渋滞が多くなる
４．夜、明かりが少ない
５．明かりが消えている所がある
６．子ども110番の家が分かりづらい
７．点字ブロック上の放置自転車
対策
・分かりやすい子ども110番のポスターを作る
・子どもはあまり人のいない道など通ら
ないようにする
・危険な運転や放置自転車をやめる
・街灯を増やし防犯カメラを設置
・防犯灯をLED化する（ソーラーパネル付き）
・暗くて危険な場所を報告する
・バスの路線やロータリーを増やす

圏央道について
インターチェンジを利用する
人々に、中山道のお店や、新
しくできる道の駅を多く利用
してもらいたい。
・中山道のお店・・・昔の建物
を利用しての観光など
・道の駅・・・有名な「べに花」
をPRするために「そめ物体
験」などのイベント

まとめ
・老若男女だれもが
住みやすく、みん
なが安心して暮ら
せるようにする
・ずっと住みたくな
る桶川市にしてい
きたい

ごみは　　
　ごみ箱に！

～みんなが主役！ はばたけ　桶川の未来へ～

 どのグループも、積極的に意
見を出し合い活発に取り組ん
でいて、大変すばらしい発表
内容でした。いただいた提案
を、これからのまちづくりに
活かせるよう頑張りたいと思
います。

桶川市長
小野 克典

（１）問題点
　・あちこちにおかしの袋やタバコの吸い殻が落ちている
　・排気ガスで地球温暖化が進んでしまう。病気になりやすくなる

（２）未来の桶川市
　・ごみを減らすためにごみが落ちていたら協力して拾う
　・排気ガスの出ない地球に良い車
　・自然があふれている

（３）これからの対策
　①ごみを減らすために！
　　➡ごみ箱や看板を設置する
　②自然があふれるために
　　➡草木を植える、自由に花を植えられる場所を作る
　③排気ガスを減らすために
　　➡工場などからの排気ガスを減らす、工場の周りに木を植える
　　➡エコカーを安くしたり無料にしたりする、太陽光パネルを使う

（４）まとめ
　　きれいで緑があふれる桶川の未来をみんなでつくっていきたいです
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11月３日の開催内容については、当日の朝、花火の打ち上げによる告知を行います。
①午前７時および７時10分の２回打ち上げ➡全事業開催　
②午前７時にのみ打ち上げ➡開会式、パレード、和宮行列は中止
③打ち上げなし➡全事業中止
※11月３日は、東日本実業団対抗駅伝競走大会および市民まつりの開催に伴い、中
山道の一部区間に交通規制が行われ、午前８時40分～午後４時（予定）が全面車両通
行止めとなり、自転車での進入もできませんのでご注意ください。

まつり実施について

と　き 内　容 ところ
10月25日㈰ 各種武道大会、演武 スポーツ武道の広場（サンアリーナ）

11月３日
（火・祝）

飲食物販売、フリーマーケット、
バザーなど 歩行者天国自由の広場（中山道）

ダンスなどの催し 子どもの広場（桶川小校庭）
手作り品などの販売、フリーマー
ケット、バザー、キャンペーン 福祉の広場（桶川小校庭）

地元野菜・牛乳などの販売、市内
企業による製品展示・即売 農産物即売の広場（桶川小校庭）

企業の展示、PR・飲食物販売、被
災地復興支援コーナー、熱気球の
試乗会（未就学児は保護者同伴、
悪天候時中止）

商工の広場（ことぶき広場）

市内民謡団体・芸能団体・舞踊団
体の発表会 芸能の広場（桶川小体育館）

パレード 午前９時30分、桶川小校庭を出発

皇女和宮行列
午後１時30分、桶川小校庭を出発
お披露目は午後２時頃、中山道
パーキング

広島・長崎に市民の皆さんの思い（折鶴）を届けました
戦後70年『平和を考える10日間』事業

　『平和を考える10日間事業』で、市内小学生をはじめ、多く
の市民の皆様から寄せられた折鶴は、昨年の11,000羽を大き
く上回る22,300羽に昇りました。
　寄せられた折鶴は、直接市長が長崎へ届けてまいりました。
また、一部は広島平和記念公園にある「原爆の子の像」に捧げら
れましたことをご報告させていただきます。ご協力ありがとう
ございました。

▲折鶴に込められた想いを手に…

▶
市
長
自
ら
桶
川
飛
行
学
校
と

整
備
管
理
基
金
の
Ｐ
Ｒ
を
要
請

　現在市が進めている旧熊谷陸軍飛
行学校桶川分教場（通称桶川飛行学
校）の整備の参考にするとともに、
桶川飛行学校と整備管理基金への寄
附のＰＲについて、市長自ら鹿児島
県南九州市の知覧特攻平和館を訪れ、
要請してまいりました。

　今年は昨年の倍近い22,300羽というたいへん多くの折鶴を
お預かりし、戦後70年を迎え、市民の皆様の平和を願う想い
の大きさを実感いたしました。
　原爆を投下された長崎では、当時、70年は草木も生えないと
言われたとのことですが、自然も街も奇跡的な復興を遂げており
ます。今、私たちが当たり前のように享受している平和な生活は、
多くの尊い犠牲の上にあることを決して忘れることなく、世代か
ら世代へと平和を語り継いでいくことの大切さを痛感しました。

　また知覧では、10代、20代の若い
特攻隊員の遺影と共に展示されてい
る、家族に宛てた遺書や手紙を読ん
でいると、胸が締め付けられる思い
でした。未来を担う子どもたちのた
めにも、今後も「平和を考える10日
間事業」などを通して、平和な社会
を築いていくための取組みを進めて
まいりたいと考えております。

桶川飛行学校と
整理基金への寄附の
ＰＲで知覧を訪問

▲平和首長会議主催の核
廃絶を求める署名活動に
参加（署名）

　市長の長崎・知覧訪問報告（8月9日、10日）

市
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念


